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裾野市では、下水道に親しみを持っていただけるように、マンホール蓋をデザイン化してい

ます。蓋には、富士山、市の花であるアシタカツツジ、そして国指定重要文化財・旧植松家

住宅を保存する中央公園にある五竜の滝が描かれています。カラーの蓋は、市役所北側小柄

沢通の歩道に設置していますので、是非ご覧下さい。  
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1. 事業概要 
1-1 事業の現況 
① 施設 

 

 

 

 

 

 

 

② 使用料 

本市の一般汚水の使用料体系は、基本料金と従量使用料（超過使用料）の二部使用料制

を採用しています。基本使用料に基本水量を含んでおり、超過料金は累進制となっていま

す。 

 過去、使用料の改定（消費税のみの改定は含めない。）は未実施であり、現在の料金体

系は以下のとおりです。平成 30 年度に公営企業会計へ移行しておりますが、今後、地方

公営企業法に基づく使用料体系を検討・構築していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

流 域 下 水 道 等 へ の
接 続 の 有 無

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

法適（全部適用）
平成10年度

（供用開始後年数：20年）
供 用 開 始 年 度

（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

60.2人/ha

無

有

処 理 区 数 1処理区

広域化・共同化・最適化
実施状況

流域下水道へ接続済（流域関連公共下水道事業）

処 理 区 域 内 人 口 密 度

処 理 場 数

2,052 円 2,316 円

2,052 円 2,306 円

2,052 円 2,308 円

条 例 上 の 使 用 料
（ ２ ０  あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成28年度
実 質 的 な 使 用 料
（ ２ ０  あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成28年度

平成29年度 平成29年度

平成30年度 平成30年度

【現状の下水道使用料金】

1ヶ月当たり（税抜）
使用料

基本料金 10m3まで 900円（定額）

10m3を超え30m3まで 100円

30m3を超え50m3まで 110円

50m3を超え100m3まで 120円

100m3を超えるもの 140円

使用水量

超過料金

（1m3につき）
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③ 組織 

平成 27 年度機構改革により、水道部が廃止となり環境市民部に統合されました。また

同年、上水道課・下水道課が統合され上下水道課となり、平成 30 年度より、上下水道工

務課・上下水道経営課の 2課に分かれ、それぞれ業務を行っております。 

 

《組織図》 

合計 17 名(うち臨時職員 4名、再任用職員 1名) 

 

 

 

 

 

 

《年齢構成》 

事務職・・・5名(50代・1名、40 代・2名、30 代・2名) 

技術職・・・8名(60代・1名、50 代・3名、40 代・2名、30代・1名、20 代・1名) 

臨時職員・・4名(50代・1名、40 代・2名、30 代・1名) 

 

 

 

 

  

合計17名（うち臨時職員4名、再任用職員1名）
水道事業管理監 上下水道工務課長 【4名】
【1名】 【1名】 (うち臨時職員1名)

【3名】
(うち臨時職員・再任用職員各1名)

上下水道経営課長 上下水道経営課長代理 【3名】
※水道事業 【1名】 (うち臨時職員1名)
　 管理監兼任 【3名】

(うち臨時職員1名)

【1名】

総務係

管理係

工務係

管理係

簡易水道係

20代

1名

30代

4名

40代

6名

50代

5名

60代

1名

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

年代別人数
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1-2 民間活力の活用等 
①民間活用 

 下水道を取巻く事業環境の全国的な課題としては、老朽化施設の増大、使用料収入減少、

下水道職員の不足等がありますが、このような状況への解決策の一つとして、民間企業のノ

ウハウや創意工夫を活用する手法が挙げられます。 

 ただし、これらの手法を活用している自治体は主に単独公共下水道（処理場を有して、下

水処理を実施）であり、本市のような流域関連公共下水道（流域（静岡県）の処理場で下水

処理を実施）では、処理場を有していないため、民間活用による経済面等のメリットが不透

明であるため、現状では未活用の状況です。 

 なお、下水道使用料の徴収・検針は、水道料金と合わせて実施しており、平成 22 年度に

民間委託することで、業務の効率化を図っています。 

 

 

②資産活用 

 資産活用においても、本市では処理場を有していないため、未活用の状況です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

未活用

同上

同上

無し

同上

【民間活用】

ア 民間委託：施設の維持管理について、契約に基づき民間委託する。（管理権限は地方公共団体）

　　（包括的民間委託：複数の業務や施設を包括的に委託すること。）

イ 指定管理者制度：施設の維持管理について、議会の議決を経て管理権限を指定管理者に委任する。

　　 　　（管理権限は指定管理者）

ウ PPP・PFI：官民が連携して、公共サービスの提供を行う考え方。維持管理だけでなく、設計、建設も含め

　  て民間委託を行うものである。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

 イ　指定管理者制度

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ
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1-3 経営指標による現状分析 
①経営の健全性・効率性の視点 

1.使用料単価 

 
 
 
 
 
 
【分析結果】 

全国類似団体との比較（平成 29

年度値）では平均値を下回ってお

り、裾野市は低い水準です。 

 
 
 
 
 
 
2.汚水処理原価 

 
 
 
 
 
 
 

【分析結果】 

全国類似団体との比較では、平均

値を概ね下回っていますが、順位は

中位であり、裾野市は平均的な水準

です。なお、平成 30 年度は公営企

業会計移行に伴い、汚水処理費の

内、汚水資本費の構成が変更（企業

債償還金⇒減価償却費）になった影

響で資本費が上昇し、原価が上昇し

ています。  

106.9 107.0 107.2 106.8 106.9
135.6

118.3

0

20

40

60

80

100

120

140

H26 H27 H28 H29 H30

（1）使用料単価：円/m3 
裾野市公共下水道

全国類似団体平均（H29）
静岡県内類似団体平均（H29）

146.9 146.9 146.9 148.4 179.0

175.9
207.9
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（2）汚水処理原価：円/m3 
裾野市公共下水道

全国類似団体平均（H29）

静岡県内類似団体平均（H29）

単位：円/m
3

見方：↑
H26 H27 H28 H29 H30

類似団体
平均値
(H29)

類似団体
ランク
(H29)

静岡県内
類似団体
平均(H29)

静岡県内
類似団体

ランク(H29)

公共
115.4
(106.9)

115.6
(107.0)

115.8
(107.2)

115.3
(106.8)

106.9 135.6 23/29 118.3 3/4

指標の説明

算出式

※H26-29：上段 税込、下段（　） 税抜。H30：税抜。　見方欄・グラフの「↑」は数値が大きい方が経営として望ましいことを示す。

有収水量１ あたりの使用料収入であり、使用料の水準を示す指標。

使用料収入÷有収水量

単位：円/m3

見方：↓
H26 H27 H28 H29 H30

類似団体
平均値
(H29)

類似団体
ランク
(H29)

静岡県内
類似団体
平均(H29)

静岡県内
類似団体

ランク(H29)

公共
158.7
(146.9)

158.7
（146.9）

158.7
(146.9)

160.3
(148.4)

179.0 175.9 15/29 207.9 2/4

指標の説明

算出式

※H26-29：上段 税込、下段（　） 税抜。H30：税抜。　見方欄・グラフの「↓」は数値が小さい方が経営として望ましいことを示す。

有収水量１ あたりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本費・汚水維持管理費の両方を含めた汚水処
理に係るコストを表した指標。

汚水処理費÷有収水量
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3.経費回収率 
 
 
 
 
 

 
【分析結果】 
全国類似団体との比較では、平均

値を下回っており、裾野市は低い水

準です。なお、平成 30 年度は公営企

業会計移行に伴い、汚水処理費が増

加（企業債償還金⇒減価償却費）し

た影響で減少しています。使用料収

入で全額回収（100％）できておらず、

一般会計からの繰入を行っている状

況です。 

 
 
【経営の健全性・効率性の視点：まとめと課題】 

 

 

 

 

 

 

※類似団体：総務省の区分に基づき、裾野市と同程度の団体を抽出。 

      ・処理区域内人口 3万人未満。 

      ・処理区域内人口密度 50人/ha 以上。 

      ・供用開始 15年以上30年未満（県内類似団体は供用開始 15年以上） 

 ※県内類似団体：島田市、函南町、清水町 

 
 
 
  

・全国類似団体との比較（平成 29 年度値）では、使用料単価及び経費回収率が、平均値に比

べて低水準であること以外は、各指標において、裾野市は上位～中位の水準です。 

・今後は、資産の適切な維持のためにも、使用料の他、企業債、一般会計繰入金等の各種財源

について、適正な水準を検討・構築していく必要があります。 

 

72.7 72.8 73.0 71.9 59.7 81.4

62.4

0

20

40

60

80

100

H26 H27 H28 H29 H30

（3）経費回収率：％ 
裾野市公共下水道

全国類似団体平均（H29）

静岡県内類似団体平均（H29）

単位：％
見方：↑

H26 H27 H28 H29 H30
類似団体
平均値
(H29)

類似団体
ランク
(H29)

静岡県内
類似団体
平均(H29)

静岡県内
類似団体

ランク(H29)

公共 72.7 72.8 73.0 71.9 59.7 81.4 21/29 62.4 1/4

指標の説明

算出式

※見方欄・グラフの「↑」は数値が大きい方が経営として望ましいことを示す。

使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指標であり、使用料水準を評価する
ことが可能。

使用料÷汚水処理費×100
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②事業・施設の効率性の視点 

1.水洗化率 

 
 

 

 

 

 

【分析結果】 

全国類似団体との比較（平成29年

度値）において、平均値は上回って

いるが、順位は中位より下であり、

裾野市は比較的低い水準となって

います。 

 

 

 

 

 

2.処理人口 1人当たり維持管理費 

 

 

 

 

 

 

【分析結果】 

全国類似団体との比較では、平均

値程度で、順位は中位より下であ

り、裾野市は比較的低い水準となっ

ています。 

 

 

 

 

 

88.3 86.0 87.0 87.8 89.4

85.0
88.5

0
10
20
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40
50
60
70
80
90

100

H26 H27 H28 H29 H30

（1）水洗化率：％ 
裾野市公共下水道

全国類似団体平均（H29）

静岡県内類似団体平均（H29）

8,965 10,169 10,881
11,913 11,246

11,097

14,522

0

5,000

10,000

15,000

H26 H27 H28 H29 H30

（2）処理人口1人当り維持管理費

：円/人 

裾野市公共下水道

全国類似団体平均（H29）
静岡県内類似団体平均（H29）

単位：％
見方：↑

H26 H27 H28 H29 H30
類似団体
平均値
(H29)

類似団体
ランク
(H29)

静岡県内
類似団体
平均(H29)

静岡県内
類似団体

ランク(H29)

公共 88.3 86.0 87.0 87.8 89.4 85.0 17/29 88.5 3/4

指標の説明

算出式

※見方欄・グラフの「↑」は数値が大きい方が経営として望ましいことを示す。

現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理している人口の割合を表した指標。

水洗化人口÷処理区域内人口×100

単位：円/人
見方：↓

H26 H27 H28 H29 H30
類似団体
平均値
(H29)

類似団体
ランク
(H29)

静岡県内
類似団体
平均(H29)

静岡県内
類似団体

ランク(H29)

公共 8,965 10,169 10,881 11,913 11,246 11,097 19/29 14,522 1/4

指標の説明

算出式

※見方欄・グラフの「↓」は数値が小さい方が経営として望ましいことを示す。

処理人口1人当りの維持管理費用であり、現状の施設規模の妥当性を示す指標。

維持管理費÷処理区域内人口
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3.有収率 

 

 

 

 

 

 

【分析結果】 

全国類似団体との比較では、平均

値と同程度の水準で、順位も中位で

あり、裾野市は平均的な水準となっ

ています。 

 

 

 

 

 

【事業・施設の効率性の視点：まとめと課題】 

 

 

 

 

 

 

③老朽化の状況 

裾野市は、管渠布設後、法定耐用年数 50 年を経過する管がないため、老朽管は現時点で

はありません。 

ただし、マンホールポンプ設備は法定耐用年数 15 年を経過している施設が存在しており、

今後は施設の改築事業（老朽化した施設の一部あるいは全部の取替え）を実施していく必要

があります。 

改築事業はストックマネジメント計画を基に、実施していく予定であるため、今後、改

築事業費（管渠・マンホールポンプ）が上昇していく見通しです。 

【老朽化の状況：まとめと課題】 

 

 

 

・全国類似団体との比較（平成 29 年度値）では、処理人口 1人当たり維持管理費が、平均値

に比べて低水準であること以外は、各指標において、裾野市は比較的中位より下の水準です。

・今後は、面整備及び水洗化を効率的に進め、適正な維持管理により効果的な汚水処理を実

施していく必要があります。 

・老朽管は現時点ではありませんが、マンホールポンプ設備は法定耐用年数経過済の施設が

存在します。 

・ストックマネジメント計画を基に、改築事業を実施していく予定であり、改築事業費が上

昇していく見通しです。 
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（3）有収率：％ 
裾野市公共下水道

全国類似団体平均（H29）
静岡県内類似団体平均（H29）

単位：％
見方：↑

H26 H27 H28 H29 H30
類似団体
平均値
(H29)

類似団体
ランク
(H29)

静岡県内
類似団体
平均(H29)

静岡県内
類似団体

ランク(H29)

公共 99.0 97.8 95.9 90.7 93.1 91.7 16/29 94.0 2/4

指標の説明

算出式

※見方欄・グラフの「↑」は数値が大きい方が経営として望ましいことを示す。

処理した汚水のうち、使用料徴収の対象となる有収水の割合を示す指標。

有収水量÷汚水処理水量×100
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2. 将来の事業環境 
2-1 処理区域内人口の予測 
 処理区域内人口は、行政区域内人口の動向を踏まえた上で、算出しました。 

行政区域内人口については、過年度推移と整合性が取れている国立社会保障・人口問題研

究所の推計値（Ｈ30.3）を採用しました。当市の人口は平成 21年度をピークに減少してお

り、今後も減少が続くと予想しています。平成 30 年度から令和 11 年度の間に約 4,000 人

（7.7％）減少すると見込んでいます。 

 なお、事業計画区域内人口の過年度推移は大きな変動がなく、ほぼ横這いであるため、処

理区域内人口は行政人口の動向とは異なっており、行政区域内人口は事業計画区域外で減

少していくと想定しています。 

よって、将来処理区域内人口は、行政区域内人口減少の影響を受けないと想定し、平成 30

年度処理区域内人口に、毎年の整備人口（整備面積×現況未整備区域内人口密度）を追加し

て算出しました。 

  将来処理区域内人口は、面整備を進めることにより、平成 30 年度から令和 11 年度の間

に約 2,000人（9.4%）増加すると見込んでいます。 
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2-2 有収水量の予測 
 有収水量は流入汚水量を推計し、有収率を乗じることにより算出しました。 

将来流入汚水量は、面整備に合わせて増加していくと想定しました。 

面整備及び水洗化を進めることにより、平成 30 年度から令和 11 年度の間に約 1,000m3/

日（120.3%）増加すると想定しています。 

なお、有収率は平成 30 年度で 93.1%と比較的高い値を示しており、将来も同程度の値で

推移すると想定した結果、将来有収水量は、平成 30 年度から令和 11 年度の間に約 1,000 

m3/日（120.3%）増加すると見込んでいます。 

 

 

 

 

2-3 使用料収入の見通し 
使用料収入の推計は、有収水量をベースに使用料単価(使用料収入÷有収水量)を乗じて

算出しています。現状のまま使用料改定を実施しない計画の場合、令和 11 年度までは、

支出が収入を上回る状況となります。 

よって、投資・財政計画（収支計画）については、下水道事業運営に係る維持管理費

（職員給与費＋経費）を、今後使用料収入で全て賄うことを目標にした場合に最低限必要

な改定率（使用料単価 21.3％増）とし、令和 3年度に使用料改定を実施するものとして策

定しています。 

併せて、一般会計繰入金については減額させていく計画です。 

料金改定については、使用料の他、企業債、一般会計繰入金などの各種財源及び、資本

的支出の補填財源である内部留保資金の状況も考慮し適正化を図ります。 
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※一般会計繰入金（基準内）：一般会計が負担する経費であり、下水道経営に伴う収入をもって充てることができ

ないと認められる額（総務省の基準に基づく）。 
一般会計繰入金（基準外）：一般会計が負担する経費のうち、一般会計繰入金（基準内）に該当しない額。 
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H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

(2018) (2019) (2020) (2021) (2022) (2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029)

(百万円)

長期前受金戻入額 一般会計繰入金（基準内）

使用料収入 費用

【令和3年度料金改定：使用料単価21.3％増】
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2-4 施設の見通し 
2-4-1 下水道整備の現状 
 裾野市の下水道整備の現状は次に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下水道整備の現状（平成30年度末）

全体計画区域：794.36ha 事業計画区域：462.10ha

下水道普及率：42.5%・・・【処理区域内人口（21,957人） / 行政人口（51,707人）】

水洗化率：89.4%・・・・・【水洗化人口（19,624人） / 処理区域内人口（21,957人）】

整備率：45.9%・・・・・・・【整備済面積（364.90ha） / 全体計画面積（794.36ha）】

下水道管路整備延長：105.7km

※処理区域内人口：下水道整備済区域の人口
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2-4-2 今後の下水道事業 
裾野市では現在、以下の 2つの事業を実施しています。 

 

①下水道アクションプランに基づく面整備事業 

【事業概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクションプランの概要は次に示すとおりです。 

 

 

【アクションプラン概要：平成 28 年度策定】 

 
 
 
  

 
 
 
 

  

〇アクションプランとは？

⇒近年の社会情勢（人口減少・少子高齢化）や財政状況に応じた適切な事業規模の見直しを

行い、10年程度を目途とした汚水処理の概成を目的とした整備計画を策定するものです。

・策定は国土交通省からの要請による

・平成28年度に策定

（対象期間：平成29年度～令和8年度）

【※公共下水道だけでなく合併浄化槽も含めた汚水処理全体の整備計画です。】

〇整備方針（公共下水道）

⇒事業計画区域の未整備区域の内、市街化区域（99.2ha）を対象期間

（平成29年度～令和8年度）に整備を進めます。

〇今後の予定

⇒概ね5年毎に見直しをする予定です。



14 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の事業予定】 

 今後もアクションプランの基本方針に則り、事業計画区域内の市街化区域を整備してい

く方針ですが、アクションプラン策定時点の計画と比べて、面整備の進捗に差が生じてい

る状況です。（平成 30 年度迄の整備面積：アクションプラン 376.46ha、実績 364.90ha） 

 そのため、今回の経営戦略では、将来は直近 5カ年実績平均と同様のペースで面整備を

進める計画（5.64ha/年）としており、このペースであれば、アクションプランの対象区

域は令和 17年度に整備完了する予定です。 

 なお、次のアクションプランの見直しでは、今回の計画を踏まえて検討していく方針で

す。 

  

中間年次
計(H29 H33)

目標年次
計(H29 H38)

汚 水 管 渠 1,307,848 2,697,366
流域下水道建設負担⾦ 83,329 211,369

合 計 1,391,177 2,908,735

項目
事業費（千円）

【将来計画 中間年次 平成33年度】
整備面積
（ha）

処理⼈⼝
（⼈）

普及率
（％）

集合処理施設 公共下水道（流域関連） 402.21 22,973 43.6%
個別処理施設 合併処理浄化槽 － 20,208 38.3%

－ 43,181 81.9%
－ 9,519 18.1%
－ 52,700 100.0%

※普及率＝処理⼈⼝／⾏政⼈⼝×100

【将来計画 目標年次 平成38年度】
整備面積
（ha）

処理⼈⼝
（⼈）

普及率
（％）

集合処理施設 公共下水道（流域関連） 461.20 24,723 47.4%
個別処理施設 合併処理浄化槽 － 20,886 40.0%

－ 45,609 87.4%
－ 6,591 12.6%
－ 52,200 100.0%

※普及率＝処理⼈⼝／⾏政⼈⼝×100

未整備（単独処理浄化槽・汲み取り）
合計（⾏政⼈⼝）

整備手法

整備済計
未整備（単独処理浄化槽・汲み取り）

合計（⾏政⼈⼝）

整備手法

整備済計
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②ストックマネジメント計画に基づく改築事業 

 改築事業（老朽化した施設の一部あるいは全部の取替え）については、ストックマネジ

メント計画を基に、今後実施していく予定です。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 今回の経営戦略では、法定耐用年数 15 年を経過しているマンホールポンプ設備を対象

に、設置年度より耐用年数を経過したものについては改築を行うと想定して改築事業費を

計上しています。 

 

 

③耐震化事業 

 裾野市の地層は、地面から数メートルで溶岩層となりますが、非常に強固であり、基盤

層（N値（地盤の強度を表す指数）≧50 となる地層を指す。）と呼ばれる層になります。 

 基盤層に布設された管渠は、耐震性を有している扱いとなります。また、管渠について

は、整備当初から、管渠とマンホールの接合部に耐震性能を有する継手を使用していま

す。 

 

 

 

  

〇ストックマネジメントの目的

⇒裾野市は下水道施設として、管路施設（平成30年度末：約106km）及びマンホール形式

ポンプ場36箇所を有しています。

これらの下水道施設について、長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化の進展状況

を考慮し、リスク評価等による優先順位付けを行った上で、施設の点検・調査、修繕・改築を実

施し、施設全体を対象とした最適な施設管理を実施することを目的とするものです。
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2-5 組織の見通し 
裾野市の下水道職員の推移を見ると、当該職員数は合計 6～8人で推移しており、大きな

変動はありませんが、一般職員は減少傾向にあり、臨時職員及び再任用短時間勤務職員が増

加傾向となっています。 

令和元年度現在、上下水道工務課・上下水道経営課の職員数 17名のうち、下水道職員は

8人（正規職員 6人（一般職員 5人・再任用短時間勤務職員 1人）、臨時職員 2人）ですが、

公共事業への投資が右肩上がりであった時代を支えた経験豊富な職員の定年退職等で技術

力の低下が懸念されています。また、一般職員の減少及び臨時・時短職員の増加に伴い、一

般職員の負担が年々増加しており、慢性的な人手不足となっている状況です。 

今後も建設及び維持管理の両面から、下水道事業経営を効率的に実施していくには一定

の職員数確保が必須であるため、現状の職員数は維持しつつ、職員の技術力向上のための育

成や研修の充実化を図り、組織力強化に取り組んでいく方針です。 
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3. 経営の基本方針 
3-1 下水道の基本理念と基本方針 
裾野市の下水道事業は、第 4次裾野市総合計画（後期基本計画 ）の目的である「節水

型社会への転換や社会情勢を踏まえ、下水道整備地区の整備を進めるとともに、効果的・

効率的な事業推進を図り、市民の衛生で快適な生活環境の確保を目指す。」を踏まえて、

持続可能な下水道事業の実現に向け、基本理念及び基本方針を以下のように定めます。 

 

裾野市公共下水道事業 基本理念 

 

 

 

 

基 本 方 針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【1.効率的な下水道整備】 

・アクションプランに基づき、事業計画区域内の下水道整備の促進を図ります。 

【2.下水道施設の機能維持】 

・ストックマネジメント計画に基づく下水道施設の効率的な修繕・改築を実施

します。 

【3.下水道経営の健全化に向けた取り組み】 

 ・水洗化率の向上及び不明水解消に伴う有収率の向上に努め、使用料収益の増

加及び汚水処理費用の抑制を図ります。 

・下水道使用料の他、企業債、一般会計繰入金等の各種財源について、適正な

水準を検討・構築し、経営基盤の強化を図ります。 

 ・研修等により、職員の能力向上に取り組みます。 

将来にわたり安定した下水道サービスを継続して提供すること

で、富士山麓の緑と清流に代表される豊かな自然環境を守り、

強固な地盤を活用した災害に強い都市整備の一翼を担う。 
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 投資効果の高い箇所の整備

マンホールポンプ新設の回避

露出配管による管渠布設（コスト縮減）

道路線形に合わせた施工（コスト縮減）

小型MHの設置（コスト縮減）

近隣市町との連携・調整に伴う行政界付近区域の面整備促進

アクションプランの見直し

基本計画の見直し、事業計画の変更

改築実施計画の策定(修繕・改築計画)

管渠施設・マンホールの修繕・改築

機電設備（マンホールポンプ関連設備）の修繕・改築

最新の計画に基づく管渠口径の適正化（ダウンサイズ）

改築に伴う現況地形に合わせた管渠ルートの見直し

漏水・誤接調査に基づく効率的な管渠施設更新

設備や機器の点検台帳の整備(点検履歴の管理)

水洗化率の向上 宅内訪問及リーフレット配布等による啓発活動

有収率の向上 管路施設の修繕・改築伴う不明水解消

使用料収益の増加 下水道使用料改定の検討及び実施

必要人員の維持・継続

動力費・修繕費の低減の検討

流域関連市町との連携・県との調整に伴う流域下水道維持管理負担金単価の
低減の検討

下水道使用料改定の検討及び実施

平準的な企業債の償還を目指した計画的な企業債の発行

一般会計繰入金の適正化

職員研修の充実化

必要人員の確保

若手職員への技術指導

公営企業会計に関する継続的な勉強会等による理解度の向上

その他 民間活力に関する情報収集

近隣市町との連携及び情報の共通化

基本方針 実現方策

効
率
的
な
下
水
道
整
備

アクションプラン
に基づく、事業計
画区域内の下水
道整備の促進

整備率の向上

区域の適正化

汚水処理費用の抑制

水洗化率の向上
及び不明水解消
に伴う有収率の
向上、使用料収
益の増加及び汚
水処理費用の抑
制

下
水
道
経
営
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

下
水
道
施
設
の
機
能
維
持

ストックマネジメン
ト計画に基づく下
水道施設の効率
的な修繕・改築の
実施

計画的施設更新

施設規模の適正化

施設・設備の適正管理

各種財源の適正
な水準を検討・構
築することによる
経営基盤の強化

職員の能力向上職員の能力向上

その他

経営基盤の強化
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4-2 投資・財政計画(収支計画)の策定に当たっての説明 
①投資・財政計画(収支計画)のうち投資についての説明 

 

目  標 
事業計画区域内における下水道の整備及び普及を進めつつ、既存の下 

水道施設の機能維持を図り、安定した下水処理を実施していきます。 

 

将来の下水道事業については、面整備事業と改築事業を実施する計画としています。 

面整備事業については、アクションプランの基本方針に則り、事業計画区域の整備を進

めるものとし、実情を踏まえて将来は直近 5カ年実績平均と同様のペースで面整備を進め

る計画（5.64ha/年）としています。 

 改築事業については、ストックマネジメント計画を基に事業を進めていく方針ですが、

現段階では、法定耐用年数 15年を経過しているマンホールポンプ設備を対象に、設置年

度より耐用年数を経過したものについては改築を実施する計画としています。 

 その他には、狩野川西部流域下水道建設負担金及び職員給与費を見込んでいますが、建

設負担金は、アクションプラン及び実績を基に計上し、職員給与費は、現況の職員数を維

持していく方針とし、現況と同程度の費用を見込んでいます。 

 その結果、令和 2年度から令和 11 年度までの 10年間に約 43.2 億円(年間平均約 4.3 億

円)の建設改良費が必要となる見込みです。裾野市の直近 10 カ年の建設改良費は平均 4.2

億円のため、概ね同程度の投資費用が必要となります。 
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②投資・財政計画(収支計画)のうち財源についての説明 

目  標 

下水道事業を継続的に実施していくため、下水道使用料、企業債につい

ては事業経営に見合った財源を確保しつつ、一般会計繰入金（基準外）

を減額していくことで、財源の適正化を図っていきます。 

 

a) 収益的収支について 

財源としては使用料収入、他会計補助金（一般会計繰入金：基準内）、長期前受金戻入

額となりますが、下水道事業実施のための財源の適正化を図るため、2-3 項でも説明した

とおり、令和 3年度に使用料単価 21.3％増の改定を実施する前提の収支計画を策定しまし

た。 

現状のままでは、当年度純利益は年々減少し、令和 3年度には損失が発生する見通しで

あるため、使用料改定により損失を回避し、下水道事業経営の健全化に向けて進めていく

ことが必要となります。 

なお、他会計補助金（一般会計繰入金：基準内）は減額させていく方針であり、令和 2年

度の約 3億 6千万円から、令和 11 年度には約 2億 8千万円となる計画です。 

 また、長期前受金戻入額は大きな変動はなく 2億円程度で推移していく計画としていま

す。 
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b) 資本的収支について 

 財源としては企業債、他会計出資金（一般会計繰入金：基準外）、国補助金（社会資本整

備総合交付金）、工事負担金（受益者負担金）があります。 

建設改良費は面整備費が 80～90％を占めていますが、面整備事業については、国補助金

の交付対象となる補助対象事業が減少していく見込みであり、今後は改築事業を進めるこ

とにより、国補助金の交付を受けていく予定です。 

工事負担金（受益者負担金）は、面整備に応じて受益者（住民）より毎年 1千万円程度を

見込んでいます。 

なお、他会計出資金（一般会計繰入金：基準外）は令和 2年度の約 2億 4千万円から、令

和 11 年度には約 1億 2千万円に減額させる計画です。 

これにより一般会計繰入金の合計額は、現状の約 6億円から令和 11 年度には約 4億円に

減額（現状のままでは約 5億円）となります。 
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また、資本的収支における不足額（収入－支出）は、主に内部留保資金で補填しますが、

改定案において他会計出資金（一般会計繰入金：基準外）を減額させることによる不足額は、

収益的収支における使用料改定に伴う利益剰余金により補填する計画です。 

 

 

c) 企業債について 

企業債については、面整備事業について、補助対象事業が減少していくことにより、企業

債が増加し、企業債残高も増加していく見込みです。 

なお、企業債償還金は令和 4年度の約 4億円をピークに減少していく見込みです。 
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③投資・財政計画(収支計画)のうち投資以外の経費についての説明 

 職員給与費 

に関する事項 

職員給与費は、現況の職員数 8人（正規職員 6人、臨時職員 2人）を

維持していく方針とし、現況と同程度の費用を見込んでいます。 

動力費に 

関する事項 

動力費がかさむ単独の下水処理場が無く、マンホールポンプも極力新

設しない方針であるため、現況と同程度で推移していく見込みです。 

修繕費に 

関する事項 

法定耐用年数 50 年を経過する管渠がなく、大幅に増加する要因がない

ため現況と同程度で推移していく見込みです。 

狩野川流域下

水道維持管理

負担金 

令和元年度狩野川西部流域下水道維持管理負担金単価案説明資料（令

和 2～6年度）に基づき、令和 6年度から単価は下がる予定ですが、整

備面積の拡大による流入汚水量の増加に伴い、令和 2年度の約 1億 6

千万円から、令和 11年度には約 1億 7千万円に増加する見込みです。 

減価償却費に 

関する事項 

面整備事業及び改築事業を継続的に実施していく計画であるため、毎

年上昇していく見込みです。 

支払利息 
過年度分に対する支払利息が大幅に減少していく影響で、将来の企業

債に対する増加分を合算しても、毎年減少していく見込みです。 

その他経費 変動する要因がないため、現況と同程度で推移していく見込みです。 

 

4-3 投資・財政計画(収支計画)に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 
①今後の投資についての考え方・検討状況 

 広域化・共同化・ 

最適化に関する事項 

裾野市は狩野川西部流域関連公共下水道であり、静岡県が管

理する下水処理場（狩野川西部浄化センター）にて処理を行

っているため、広域化がなされている状況です。 

 投資の平準化に 

関する事項 

面整備事業及び改築事業は、今後予定されているアクショ

ンプランの見直し及びストックマネジメント計画に基づ

き、将来の投資費用を平準化の上、実施してく予定です。 

 民間活力の活用に 

関する事項 

（PPP/PFI など） 

今後、国や他自治体等の先進事例や関連する研修会等で情

報収集するとともに、必要性について検討していく予定で

す。 

その他の取組 
今後予定されているアクションプランの見直しにおいて、

効率的・効果的な投資計画を検討していく予定です。 
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②今後の財源についての考え方・検討状況 

使用料の見直しに 

関する事項 

今回経営戦略の内容を踏まえて、概ね 5年毎に使用料の適

正な水準について検討していく予定です。 

資産活用による収入 

増加の取組について 

処理場を有しておらず、資産活用については効果が不透明

であるため検討していませんが、今後、他自治体等の先進

事例や研修会等で情報収集していく予定です。 

その他の取組 
事業推進の啓発活動を行い、水洗化率を向上し、使用料収入

の増加を目指します。 

 

③投資以外の経費についての考え方・検討状況 

民間活力の活用に 

関する事項 

（包括的民間委託等の

民間委託、指定管理者

制度、PPP/PFI など） 

裾野市の下水道事業に対して経済的かつ効果的な民間委託

について情報収集に努めます。 

職員給与費に 

関する事項 

今後の経営状況の変化等に応じて引き続き検討し、適切な人

員配置に努めます。 

動力費に 

関する事項 

投資・財政計画（収支計画）に対する今後の実績を踏まえ、

必要に応じて検討します。 

薬品費に 

関する事項 

投資・財政計画（収支計画）に対する今後の実績を踏まえ、

必要に応じて検討します。 

修繕費に 

関する事項 

管渠の更新時期の到来は、令和 20 年頃となる予定ですが、施

設のストックマネジメント計画を策定し、計画的かつ平準的

な更新（修繕）に努めます。 

委託費に関する事項 
点検の頻度や方法を含めた業務の見直しや発注方法の検討

等、経費の削減・効率化に努めます。 

その他の取組 
投資・財政計画（収支計画）に対する今後の実績を踏まえ、

必要に応じて検討します。 
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5.経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 
5-1 フォローアップ 

経営戦略の事後検証、

改定等に関する事項 

裾野市の下水道事業は、平成 30 年度に公営企業会計に移行し

たばかりであるため、下水道経営の健全化に向けた取り組みの

一環として、引き続き、職員の公営企業会計に関する理解度を

深めていくことが第一に挙げられます。 

今後は、職員の理解度を深めつつ、PDCA サイクルを働かせ、

今回の投資・財政計画（収支計画）を基に、事業を実施してい

く中で、毎年の実績を踏まえて審議会等で比較・検証を行い、

概ね 5年毎の経営戦略見直しに反映していく予定です。 

 また、その中で、本市における適正な使用料についても検討

の上、下水道経営の健全化に向けた取り組みを適宜進めていく

予定です。 
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